＜新着情報＞
令和８年度日本語サポートセミナー　アクティブコース　受講者募集
[チラシ画像]
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日本語サポートセミナー「アクティブコース」では、地域の日本語支援の現場に即した内容を学びます。ビギナーコース修了者などが、次のステップとして自分にできる活動を見つけ、実践につなげることを目指します。
■開催概要
　開催形式　オンライン（Zoom）
　受講料　無料（ただし、インターネット接続にかかる費用は受講者負担）
　定員　各コース25名程度
　講師　協会が「（公財）茨城県国際交流協会日本語教育インストラクター設置要綱」により登録した日本語教育の指導者。

■受講対象者
・「日本語サポートセミナー ビギナーコース」修了者
・「日本語支援を考える会」修了者
・地域日本語支援活動の実践者

■内容とスケジュール
No.1地域日本語の活動を開く・拓く
地域で暮らす外国人住民との関わりも視野に入れ、日本語支援の活動を広げるアイデアを一緒に考えます。講師が、日本語学校の活動を地域に広げた経験や反省点を紹介します。
講師　金久保　紀子
第1回　1月7日（木）19:00～21:00
日本語学校が地域に出てみたら～つながる相手とぶつかった壁～
第2回　1月28日（木）19:00～21:00
いっしょに歩く　～次の一歩を決める～

No.2外国ルーツの方が自分らしく暮らすための日本語活動支援～参加者の想いを叶えるヒント～
地域の日本語ボランティア教室での活動を想定し、学習者が「わかる」から「できる」へ進むための支援を学びます。言語教育の動向や活動に役立つ情報を踏まえ、Can-do（日本語で何ができるか）を使った目標設定を実践します。
講師　藤岡　亮子
第1回　1月16日（土）10:00～12:00
参加者の想いを形にする、みんなの道標（日本語教育の参照枠）
～「わかる」じゃなくて「できる！」が大切な理由～
第2回　1月23日（土）10:00～12:00
参加者の想いを叶える魔法のCan-do
～「何をする？」から「何を達成したい？」ゴールから逆算する活動デザイン～
第3回　1月30日（土）10:00～12:00
参加者の「できた！」の笑顔が倍増する、対話活動のヒント

No.3子どもの日本語学習支援について
外国ルーツの子どもの日本語学習支援について学びます。小・中学校の内外で、子どもの日本語学習を支えるサポーターを養成します。
講師　吉田　麻子
第1回　2月3日（水）19:30～21:00
日本語を学ぶ子どもたち
第2回　2月10日（水）19:30～21:00
子どもの日本語支援～理論的背景～
第3回　2月17日（水）19:30～21:00
子どもの日本語支援～大人の日本語支援との違い～

■お申し込み
アクティブコースコース申込フォーム
　　　　https://forms.gle/NnYWHDYXNvT7UFncA
申込締切　令和8年12月4日（金）23:59
受講の可否は、後日、申込者全員にメールでお知らせします。

▲受講にあたってのお願い
原則として、お申し込みのコースは全回受講してください。あらかじめ欠席することが分かっている場合は、お申し込みをお控えください。補講はありません。以上に同意の上、お申し込みください。

チラシダウンロード
お問い合わせ
茨城県国際交流協会
TEL：029-241-1611
E-mail：iia@ia-ibaraki.or.jp
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